
 

 

平成 29 年 3 月 21 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 丸 順

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 今 川 喜 章
 （ コ ー ド 番 号  ３ ４ ２ ２  名 証 第 二 部 ）

問合せ先 常務取締役管理本部長 青 山 秀 美
 （ Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ５ ８ ４ － ４ ８ － ２ ８ ３ ２ ）

業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 28 年５月 13 日に公表した業績予想について、下記の通り修正いたしましたので

お知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正について 

平成 29 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

56,000

百万円

1,600

百万円

700

百万円 

400 

円 銭

45.63

今回修正予想（Ｂ） 55,000 2,400 1,800 1,700 193.93

増減額（Ｂ－Ａ） △1,000 800 1,100 1,300 

増減率（％） △1.8% 50.0% 157.1% 325.0% 

（ご参考）前期実績 

（平成 28 年３月期） 
67,404 1,875 859 △3,036 △346.40

 

平成 29 年３月期通期個別業績予想数値（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前期実績（Ａ） 
百万円

13,499

百万円

268

百万円

542

百万円 

△3,168 

円 銭

△361.45

今回予想（Ｂ） 12,900 500 1,100 1,400 159.71

増減額（Ｂ－Ａ） △599 232 558 4,568 

増減率（％） △4.4% 86.6% 103.0% ― 

 

修正の理由 

平成 29 年３月期通期連結業績予想につきましては、売上高は概ね計画通りに推移したほか、利益面では特に日本

及び中国において、構造改革による固定費削減や製造原価低減が進んだことにより営業利益が増加する見通しとなり

ました。あわせて、為替差益等の発生により営業外収益が想定より増加する見通しとなったほか、構造改革による特別

損益の見通しがついたことにより、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益とも前回予想を上回る見込みとな

りました。 

    また、平成 29 年３月期個別業績についても、上記の通り前期実績を上回る見込みとなりました。 

 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実績は 

今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


